
外国語科　第１学年　　本時の指導計画例（余剰時数活用例）
	単元名　　　　　　　　　　　　　　
	本時のねらい　 
	時数

	Small Talk! 1 / A Speech about My Brother
	新しいＡＬＴに日本のアニメについて知ってもらうために，自分の好きなキャラクターを紹介することができる。
	（　１０　/　１２　）

	※評価規準において，【知】は知識・技能，【思】は思考・判断・表現，【態】は主体的に学習に取り組む態度　を表す。

	段階
	学習活動
	指導上の留意点
	評価規準と方法
	仙台版
スタンダードカリキュラムの視点

	導
入
	○Warm-upを行う。

	・１人１台端末のスライド機能を使って，スピーチの練習を行わせる。
	
	②１人１台端末を用いて，スライドを見ながらスピーチの練習を行わせる。

	展
開
	○本時の目標を確認する。お気に入りのキャラクターをＡＬＴに伝えるスピーチをしよう。



○個人でスピーチの練習をする。


○スピーチ（１回目）を行う。

○中間評価を行う。

○スピーチ（２回目）を行う。

○中間評価を行う。

○スピーチ（３回目）を行う。
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・「写真を適宜使用する」「聞き手の顔を見ながら発表をする」ことについて確認させる。
・１人１台端末を用いて，スピーチの練習を行わせる。
・ペアでスピーチを行う。聞き手は感想を言い，必ず１つ質問をさせる。
・困っている生徒には，これまで学習してきた語句を教科書等で再確認させる。
・感想や質問の仕方などを紹介し，共有させる。
・ペアを替えて，スピーチを行わせる。
・困っている生徒には，大型テレビに映し出された表現を参考にさせる。
・時間の許す限り，様々な生徒とスピーチを行わせる。
	【知】三人称単数現在形を用いた文を用いて，お気に入りのキャラクターについて伝える技能を身に付けている。
【思】お気に入りのキャラクターについて，簡単な語句や文を用いて伝えあっている。
【態】お気に入りのキャラクターについて，簡単な語句や文を用いて伝えようとしている。
	





②１人１台端末を用いて，スライドをパートナーに見せながら，お気に入りのキャラクターの紹介を行わせる。
③気付いたことや疑問をペアで伝え合わせる。

	ま
と
め
	○振り返り


	・自己評価シートに本時の振り返りを記入させる。次回の本番の発表につながるよう，具体的に改善点等を記入させる。
	
	



※仙台版スタンダードカリキュラムの視点において，①は副読本の活用，②は情報活用能力，③は言語能力，④は地域の特性，⑤はたく生き　を表す。

